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高分子EL材料測定例
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MEH-PPV：発光帯→450～700nm
[poly(2-methoxy,5-(2’-ethyl-hexyloxy)-p-phenylenevinylene)]

有機エレクトロルミネッセンス（有機EL）は主として炭素、水素からなる有機物質に電圧をかけたときに発光する現象で、カ

ラーディスプレイへの応用が期待される材料です。
有機ELには有機物質として低分子を使用するものと、高分子を使用するものとがあります。低分子系は真空蒸着法で、高分

子系はスピンコート法で作製されます。
XPSでこれら有機EL材料を測定した場合、どのようなスペクトルが得られるかは材料解析する上で重要です。
高分解能測定結果（単色X線源使用）を紹介します。

低分子EL材料測定例 作製方法：ガラス基板上にAlを真空蒸着⇒α‐NPDを真空蒸着（真空度1×10ー5Torr、膜厚50nm）
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-NPD:4,4’-bis[phenyl(1-naphtyle)amino]-1,1’bihenyl
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C1s波形分離スペクトル
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芳香環系はCH伸縮以外に面内振動が存在します。このシフト量は0.2eV以下と小さいですが、主ピークに隣接して出現します。このため波
形分離使用関数として非対称関数（Sherwood関数）を芳香環系に適応して分離を行っています。この結果、上記のようにαｰNPD分子構造

に対応して得られています。

π電子の存在を示すShake-upピークがC1sス
ペクトルの高結合エネルギー側に2種類出現し

ています。

C1sナロースペクトル

C  1 s  B E (eV )
2 94 291 288 285 282

3 00

6 00

9 00

1 200

1 500

製作方法：窒素雰囲気中でITO基板上にTHF（テロラヒドロフラン）
を溶媒としてスピンコート法で成膜。分子量：700000

結合状態：芳香環、C=C結合、CH結合、C-OH結合、
C-O-C結合
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C1s波形分離スペクトル

左図の波形分離スペクトルでは
低分子系EL材料のように
Shake-upピークが明瞭に観測さ

れていません。この現象はこの
材料固有のものと考えられます。
原因として成膜による分子構造
変化などが考えられますが、詳
細に関しては検討する必要があ
ります。
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XPS測定において膜中の不純物は検出されていません。
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試料ご提供：千葉大学工学部電子機械工学科 中村雅一研究室

発光帯→450～700nm
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高エネルギー分解能測定例
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